
第20回茶の里いるまオリエンテーリング大会

公式掲示板



○コントロール位置説明の修正

・54番コントロール、60番コントロールの、地図に記載のコントロール位置説明

が誤っています。配布用のコントロール位置説明は修正済みです。

誤 正



○危険箇所

・高さ約120cmの位置にロープが張られている箇所がございます。危険ですので、

前方に注意して走行してください。

↑現地の様子↑ ↑実際の地図(矢印は左の画像の視点)↑



○危険箇所

・判読性向上のため、高さ約45cmの柵を表記していない箇所がございます。

注意して乗り越えてください。

↑現地の様子↑ ↑実際の地図(矢印は左の画像の視点)↑



○仮設の通行不能の柵の設置

・競技性向上のため、一部に右下の画像のような通行不能の柵を設置しています。

風により倒れることを防ぐため、柵の一部は高さ50cm程度まで低くしてあります。

地図上では ISSprOM2019-2 518 Uncrossable fence or railingで表記されています。

↑開けた土地に仮設柵を設置したときの表記↑ ↑仮設柵設置例（テレイン内ではありません）↑



○コントロールのパンチに関する注意

・以下の画像のような、通行不能の障害物（柵・植込みなど）を越えてのパンチ

はできません。監視員に制止された場合、正しい方向からパンチし直してくださ

い。



○立入禁止区域

・芝生の養生のため、立ち入りが禁止されている斜面がございます。一見通過

できそうに見えますが、侵入しないよう十分に注意してください。侵入防止の

ため、監視員が制止する場合があります。地図上ではISSprOM2019-2 520 Area 

that shall not be enteredで表されています。

↑地図表記例（他にも複数箇所あります）↑↑現地の様子↑



○立入禁止区域・植込み（ISSprOM2019-2 411）

・立入禁止区域や通過禁止の柵・植込みの一部に、以下のようなテープを張って

あります。テープを乗り越えての走行は失格となります。

（テレイン内ではありません）



○仮設の人工特徴物

・競技性向上のため、下の画像に示すような人工特徴物を設置しています。この

パネルは縦150cm×横90cmです。地図上では ISSprOM2019-2 531 Prominent 

man-made feature – x で表現されています。

前から見た図→

(設置場所は別)

←後ろから見た図
（設置場所は別）

デザインは
当日の
お楽しみ！



○競技中の誘導

・全コース、以下の画像に示す誘導区間を通過します。横断歩道には赤白テープ

を設置していませんが、役員の誘導に従い、必ず横断歩道で横断してください。

横断歩道

横断歩道



○テレイン内での怪我・急病等について

・テレイン内には救護所を設置していませんが、救急セットを持った救護役員が

巡回しています。救護が必要になった場合は、テレイン内の役員にお声がけくだ

さい。ただし、役員が携行している救急セットを使用して応急処置をした場合、

当該選手は失格となります。



○ウォーミングアップエリア

・あいわ広場の一部をウォーミングアップエリアとして開放します。使用する方

は、以下の画像に青枠で示している範囲内でウォーミングアップを行ってくださ

い。他の範囲は駐車場となっているため、車の往来に十分注意してください。



○ゴム紐の装着方法

・SI紛失防止用のゴム紐が配布物の中に入っています。以下の画像は、ゴム紐の

着用例です。



○裁定委員

・本大会の裁定委員は以下の3名です。

柴﨑愛有 （玉露1） 練馬OLC

結城克哉 （玉露2） トータス

高村卓 （煎茶） 上尾OLクラブ
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